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22前回「わかば」の感想
抜粋して一部紹介します。

　社協では、「第３次地域福祉推進計画」に基づき、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いなが
ら、自分らしく活躍できる地域コミュニティづくりをすすめています。令和元年度も誰もが認め合い、安
心して暮らすことのできる「地域共生社会」を実現するため、「他人事」になりがちな地域づくりを地域
住民が「我が事」として主体的に取り組めるように、「丸ごと」の包括的な総合相談支援体制の構築を、
地域住民、民生委員・児童委員、社会福祉法人、企業・団体・施設、ボランティアグループ、NPOなど様々
な活動主体と協働してすすめます。

●ボランティアの種類もたくさんあり、広報を見て勉強になりました。
●地域のボランティア活動を紹介して下さい。

南あわじ市社会福祉協議会令和元年度事業計画・予算
みんなで考え みんなでつくる 笑顔のまち ～つなぐ・つながる・つなぎあう～

地域ケアシステムの 

しくみづくりに取り組みます
地域ケアシステムの 

しくみづくりに取り組みます

誰もがつながりあえる人づく

り・場づくりに取り組みます 

重層的なネットワークをつくっ
ていくことで、地域で支え合え
るしくみをつくります。 
◆支えあい（防災）マップづく
　りの推進 など  

◆福祉学習の推進 
◆ボランティア講座の開催 
◆ふれあい・いきいきサロン
　の推進 など 

◆相談窓口の強化 
◆介護保険・障がい福祉サー
　ビスの充実 など 

【令和元年度予算】

みなさまからお寄せいただく「会費」は、地域福祉の推進をめざす社協運営の貴重な財源です。 
社協では、地域に向けて様々な福祉活動を展開することで、住民のみなさまに還元しています。 
みなさまのあたたかいご理解とご協力をお願いいたします。

　郵便振替口座 00920-5-311050 
　社会福祉法人 南あわじ市社会福祉協議会
　　　　　　 　　郵便振替がご利用いただけます。

　　　　　　 ※振込手数料は本会が負担いたします。

賛助会員／特別会員 

１口 1,000円 

活動をすすめるための組織基盤づくり 

◆財政基盤の強化 

◆職員の資質向上に向けた取り組み など 

〈収入〉228,135千円 〈支出〉227,354千円

人件費
183,137

事務費
12,162

経常経費補助金 
33,380

受託金
20,770

介護保険事業 
57,624

障がい福祉
サービス等事業
95,372

貸付事業
1,500

事業 347　

会費 6,410 その他 175寄付金
1,501

負担金
11,056

（単位：千円）（単位：千円）

事業費 
22,904

共同募金配分金
6,077

助成金 1,574

貸付事業
1,500

賛助・特別会費にご協力をお願いします！



33 ●地区・地区によって、いろんなボランティアの活動をされているんですね。
●なかなかできないですよネ、思っていても。頭が下がりますワ。

相談・お困りごとは社協へ！保存版

　私たち南あわじ市社会福祉協議会は役職員一丸となって地域のみなさまと一緒に、安心・安全なまち

づくりに向けて様々な活動に取り組んでいきたいと思います。困りごとや気になること、一緒に活動した

いなど、お気軽に社協までご連絡ください。

居宅介護

支援事業所 

☎44-2727

訪問介護事業所

☎44-3133

なでしこデイサービスセンター

（生活介護事業）

☎45-1806

なでしこデイサービスセンター

（児童発達支援・ 

放課後等デイサービス事業）

☎45-1806

相談支援事業所 

☎44-3711

権利擁護センター　☎44-3310

事務局・総務

☎44-3007

地域福祉係 

ボランティアセンター

☎44-3007

『介護のお悩み相談窓口』です。 
私たちに気軽にお声掛けください。

寄り添う真心。あなたらしい暮らしが

できるようお手伝いします。

ふだんの暮らしにプラスとなる 
支援を目指しています。

お子様の個性を伸ばし、 
できることをふやせる支援を行います。

障がいのある方の困りごとや 
悩みごとをお聞きします。

障がい者の虐待に関する窓口です。

お気軽にお問合せください♪

社協がより良い活動ができるように 
サポートしていきます。

地域のイベントや会議など 
どんなことでもお声掛けください！



44

ココ ナナ ーーーー
お問合せ・申込み：☎0799‐44‐3007

　“ボランティアを体験してみたい”“ボラ
ンティアをはじめてみたい”方を募集して
います！

実施期間  
　　7月22日（月）～9月30日（月） 

対象者：高校生以上の方 

参加費：無料  
　　　※ボランティア保険（500円）の加入が必要 

活動内容 

●ボランティアと一言でいっても色々な活動があるんですね。こういうことを紹介してくれると私にも関われる
　ことがあるのではないかと考えました。年をとっても出来ることはあるはずですね。

　 「傾聴」とは、相手の話に耳と心を傾けて熱心に聞くことです。ボランティアを始めてみた
い方や興味のある方、地域で何かやってみたい方など、どなたでも受講いただけますのでお

気軽にお申込みください。

　第1回 7月11日（木） 
　　　　「『傾聴』ってなんだろう？」 
　　　　　　／なでしこデイサービスセンター 臨床心理士 藤﨑 亜紀子 氏 

　第2回 7月16日（火） 
　　　　「障がいのある人の話を聞いてみよう」／視覚障がい当事者 岡 健太郎 氏 

　第3回 7月22日（月）～26日（金）いずれか１日 
　　　　「高齢者施設でのボランティア体験」／市内の特別養護老人ホーム 

　第4回 7月31日（水） 
　　　　「活動者の話を聞いてみよう」／ボランティアグループ菜の花 

「傾聴ボランティア入門講座」のご案内

災害ボランティア養成講座

時 　間：
場 　所：
申込み：

内 容

　近年、度重なる災害において、被災地の
支援にはボランティアが大きな力を発揮
しています。災害時の活動だけでなく、日
頃の生活にも結びつけた災害ボランティ
アの役割を学ぶ機会として開催します。

8月2日（金） 
13：30～15：00

働く婦人の家 2階 
     （市青木198番地1）

7月26日（金）まで

日  時

場  所

内  容

申込み

いずれも13：30～15：00 
旧緑庁舎 203会議室 
7月5日（金）までにお電話などにてお申込みください。

・災害ボランティアセンターの役割について
・災害ボランティア経験者のお話し
・グループワーク など　福祉施設での利用者との交流

　イベントなどのお手伝い 
　ボランティア講座への参加

　など

夏休みにボランティアしよう！
～サマーチャレンジボランティア2019～
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おお 知知 らら せせ

●物品の寄付は集めている方に渡して協力しています。捨てずに少しでも・・・。

　日常生活上での法律に関わる全ての問
題について、相談を受け付けます。 　助成金の交付を受けようとするボラン

ティアグループ（団体）は、市社協への事前
申込（エントリー）が必要です。

「無料法律相談」のご案内

登録ヘルパー募集

県民ボランタリー活動助成金
 

エントリーが始まります

平成31年４月より 南あわじ市障害者 

基幹相談支援センターを受託しました。

場　所：

日にち：

時　間：

弁護士：

申込み：

対　象：

内　容：

資　格：

時　給：

時　間：

旧緑庁舎　202会議室

奇数月の第3水曜日
令和元年 7/17、9/18、11/20 
令和２年 1/15、3/18  

いずれも13:00～16:00 
　※相談は一人30分（申込順） 
　※相談は無料。秘密は厳守。 

菜の花法律事務所 寺岡良祐 氏

実施日の前の週の金曜日までに
ご予約ください。予約は1回の
開設につき先着順で6名までと
なります。 

南あわじ市内在住、在勤の方

受付期間
　　7月1日（月）～8月30日（金） 

助 成 額　上限3万円
＊エントリー数により助成額を決定します。 

申請条件
①兵庫県内で活動を行っているグループ 
②団体の構成人数が5人以上であること 
③年間12日以上の活動（事業）を実施     
④助成対象経費が6万円以上あること 等 

※詳しくはボランティアセンターへお問
　い合わせ下さい

　障がいのある人への地域における相談
支援の中核的な役割を担う機関として、相
談等の業務を総合的に行うセンターです。
地域の相談支援の充実を目指し、下記の業
務を行っています。 
〇相談支援事業所の総合的・専門的な相談支援
〇地域の相談機関と連携し、相談支援体制強化
〇地域移行・地域定着支援等、地域生活を支え 
　るための体制整備に係るコーディネート
〇権利擁護・虐待防止の普及・啓発など

南あわじ市障害者基幹相談支援センター

0799-44-3711 
0799-44-3037

TEL：
FAX：

利用者のお宅で日常的な家事や
食事の手助け、入浴の介助など 

介護職員初任者研修（ヘルパー
2級）修了者 

生活援助 1,200円 
身体介護 1,400円 
　※土・日・祝は300円UP 
　※交通費100円／１件 

8：00～18：00のうち数時間 
※担い手養成研修修了者の方も 
　同時に募集しています。

★短時間でもOK

★ブランクのある方も

大歓迎！
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地 域 活 動の
ええ

わ
わ

わ

●高齢者の集える場所を作ってほしいです。同年代の人がお茶等をしながら楽しく過ごせたらと思います。

新しいサロンが増えています！丸山サロン 
～いき百もがんばる元気印サロン～

楽遊サロン 
～明るく元気で歳を重ねる！～

なでしこ 
～編み物でつながった和みの輪～

　　　　　　コミュニティスペース エモラボ 
～子どもからお年寄りまで集える場～

“ええ和・話・輪”で紹介してほしい活動があれば、ぜひ社協までご連絡ください♪

　今年度に入り、新しい「ふれあい・いきいき
サロン」が、たくさん立ち上がりました。 
　サロンには決まった形はありません。それ
ぞれの地域に応じて、楽しく、気軽に集まれ
る場として様々な形で活動されています。ぜ
ひ、みなさんの地域でもはじめてみてはいか
がでしょうか？

　「寿交会」というみなさんになじみのある
老人クラブの名前で開始しました。いきいき
百歳体操も同時に始動しましたが、サロンは

　「筋力保持（増強？)を目指して体を鍛えたい」「歳
を重ねても自分の足で歩きたい」「この目標を持っ
て皆で集いたい」このような思いをかなえるために
慈眼寺が場所の提供をしてくださいました。お寺で

　代表者の江本さんは地域に場所を提供されて
おり、子育て中のママたち、子どもたち、障がい
者スポーツなどで地域に密着した場となってい
ます。自らも百歳体操に参加し、体操後の時間を

　代表の竹中さんは自身で工作されたものを園児
や施設に提供しておられる活動的な方です。「いき
いき百歳体操後の時間を活用して集う場ができれ
ば！」とサロンを始められました。集まっている
方々も地域のことなどを
活発にお話され、笑いや
話は絶えません。居るだ
けで輪の中に入ったよう
な温かなサロンです。　

開催される市内初のサロ
ンです。６月に初回が行
われ、「どなたでもどう
ぞ！」と大きく門戸が開
かれたサロンです。

利用してサロンを開催す
ることになりました。障
がい者スポーツの国体競
技にもなっている「卓球
バレー」にも挑戦します。

　集いの歴史は長く、始まりは15～6年もさか
のぼります。場所を提供されているお好み焼屋
の安田さんの編み物の腕に皆さんほれ込み、集
まって来られました。集まる時間は決められて
おらず、お店の開いてい
る日はほぼいつでも誰か
が集っています。 初めて
訪れた気がしないほど居
心地がよい場所です。

別日に開催され、地域
の方たちの集う機会
は一段と増えました。 
　賀集地区で心待ち
にされていたサロン
です。

寿交会なかよしサロン
～何かしたい！楽しみたい！

地域で寄る場がほしい！～

灘

阿万

賀集

丸山

福良
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ふ く し

第
55
号
の
ふ
く
し
ク
イ
ズ
の
答
え
は

「
４
月
20
日
」で
し
た
。

ズイク

●社協のケアマネジャーさんに親切にしてもらっています。ありがとうございます。助け合いのボランティ
　ア、いいひびきですね。

新しい役員体制になりました

　6月26日、社協の理事・監事の改選がありまし
た。理事・監事の任期は2年間です。継続して就任
いただける方もいれば、新たに就任される方もい
ます。これまでにいただいた意見を大切にしなが
ら、今後も様々な視点からの意見を社協運営に活
かしていけるよう、職員一同も心機一転頑張って
いきたいと思います。

　社協の活動をもっと知ってもらいたい、福祉の
ことを知ってもらいたい、地域の課題や現状につ
いて共有したいなどの思いから「み～あ劇団」は立
ち上がりました。 
　依頼のあった地域や団体と打ち合わせを重ね、
その地域の特性や問題になっていることなどが寸
劇の内容になります。寸劇を演じるのは社協の職
員だけでなく、地域の方も参加します。自治会長や
民生委員、老人クラブ、子どもなど、出演者は多種
多様です。また、地域の人やなじみの店の名前など
も入れることでより親しみやすいものにしていま
す。即席の劇団なので、粗削りな部分はたくさんあ
りますが、寸劇を
通して少しでも多
くの方が福祉や地
域のことに目を向
けていただける
きっかけになれば
と願います。

地域とともに…『み～あ劇団』

新入職員を紹介します

会 長

副会長

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

阿部　昌弘

溝口　　薫

山口　恒利

市川　富夫

船本　惠司

平池　啓子

登里　倭江

岡田　昌史

山田　　清

福原美千代

宮崎　祐三

竹内　俊雄

新井　　正

齋藤　浩二

金山　知史

清川とし子

土井惠一朗

四宮　章博

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

〃

新たに4名の職員を迎えました♪

７月３１日（水）必着

〒656-0122
南あわじ市広田広田1064
南あわじ市社会福祉協議会

■応募方法

■締め切り

■応 募 先

はがきに①クイズの答え②社協
へのご意見③郵便番号④ご住所
⑤お名前⑥お電話番号⑦年齢を
ご記入の上ご応募ください。

◆応募者の中から10名の方に図書カード
をプレゼント!
◆当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

表紙のみ～あは
どこにおでかけしたでしょう？ 

〇〇〇〇 クルーズ

【写真上より】 

　　　〇奥本洋志　　　　　〇柿花佑美 
　　　　（ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ）　　　　（ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ） 

　　　〇古谷多美子　　　　〇藤本優紀 
　　　　（児童指導員）　　　　（児童指導員）
　何事もみなさまと一緒に考えていきたいと思っ
ております。お気軽に声をかけて下さい。よろしく
お願い致します。

おくもと   ひろし

ふるたに　  たみこ

かきはな　ゆみ

ふじもと　ゆき
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善
意
銀
行

　
　
だ
よ
り

善
意
銀
行

　
　
だ
よ
り

前回「わかば」の感想
抜粋して一部紹介します。

　

生
活
上
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご

と
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◯
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

南
あ
わ
じ
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

よ
り
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
お
譲
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
氏
名
②
住

所
③
電
話
番
号
を
7
月
末
日
ま
で
に

社
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
、
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

譲
渡
後
の
修
繕
・
消
耗
品
の
交
換

な
ど
に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

久
田　

米
子　

溝
渕　

孝
子

喜
田　

健
二　

塩
濱　

房
美

神
木　

悦
子　

小
畠　

民
子

前
川　

英
明　

斉
藤　

楽
江

杭
田　

敏
子　

佐
渡　

達
史

在
田　

千
恵　

村
上　

美
昭

安
部　

則
行　

天
羽　

裕
之

安
部　

幸
代　

安
部　

博
之

榎
本　

小
春　

佐
野　

幸
代

浦
辺　

貴
子　

土
居　

明
弘

藤
本　

永
子　

平
田　

幸
彦

清
水　

正
博　

松
坂　

壽
仁

石
橋　

基
司　

安
宅　

嗣
夫

金
一　

龍
人　

中
谷　

ゆ
り

倉
本　

德
子　

桐
原　

好
子

坂
本　

勢
吉　

坂
田　

祥
子

清
川　

光
博　

森
岡　

伸
一

船
本　

惠
司　

秀　
　

睦
雄

山
西　

龍　
　

桜
木　

進

田
邉　

博　
　

喜
田　

進　

橋
本
ま
ゆ
み　

佐
古
登
喜
子

清
水
富
三
江　

淡
路
ち
づ
よ

藤
江
キ
ヨ
ヱ　

大
住
ゆ
か
り

山
野
奈
己
子　

小
石
美
代
子

辻
川
美
恵
子　

林　

せ
つ
子

谷
間
り
え
子　

寺
岡
ま
り
子

波
戸
崎
の
ぶ
子　

牧　

弘
之

鍛
治
山
る
り
子

沼
島
サ
ロ
ン　

湯
の
川
荘

津
井
戌
亥
会　

㈱
き
ん
で
ん

ゆ
〜
ぷ
る　
　

緑
風
館

榎
列
郵
便
局　

阿
万
小
学
校

㈱
大
幸　
　
　

う
ぃ
ず

翁
寿
園　
　
　

三
栄
物
産

㈱
イ
ナ
ハ
ラ　

向
谷
自
治
会

八
木
病
院　
　

㈲
石
田
商
店

せ
ん
け
い
苑　

み
ど
り
の
家

岡
田
鉄
工　
　

太
陽
の
家

津
井
地
域
づ
く
り
協
議
会

平
成
31
年
3
月
1
日
〜
令
和
1
年
5
月
31
日
ま
で

（
敬
称
略
）

○
亡
夫
の
供
養
と
し
て

　

八　

木　

山
口　

孝
美

○
地
域
福
祉
の
た
め

　

福　

良　

蓮
池　

洋
美

　

賀　

集　

藤
江　

隆
人

　

榎
列
中
学
校
第
6
期
同
級
生
一
同

　

辰
美
中
学
校
昭
和
33
年
卒
業
同
窓
会

○
毛
糸

　

神　

代　

樫
本　

準
子

　
　

市　
　

福
岡　

洋
子

○
手
作
り
人
形

　
　

伊
加
利　

村
上　

幸
子

○
紙
お
む
つ

　
　

市　
　

辻
川　

美
恵
子

　

賀　

集　

藤
本　

永
子

　

阿　

万　

金
一　

龍
人

　

榎　

列　

久
倉　

良
和

○
食
材

　

八　

木　

赤
松　

強

   

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ

　

神
代
寺

○
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
・
ぬ
い
ぐ
る
み

神　

代　

佐
和　

悠
真

広　

田　

金
崎　

未
来

○
シ
ル
バ
ー
カ
ー
な
ど

志　

知　

好
住　

賢

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
・
プ
ル
タ

ブ
・
古
切
手
・
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ベ
ル
マ
ー
ク

　

岡
田　

功
三　

宮
本　

幸
雄

　

庄
田　

照
美　

庄
田　

夕
起

カ
サ
グ
ラ
ン
デ
ホ
テ
ル

㈱
西
中
工
務
店

い
き
い
き
サ
ロ
ン
IN
西
路

ど
ん
ぐ
り
の
里

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　

  

松
帆
南
・
松
帆
北

潮
美
台
地
区
公
民
館

㈱
イ
ズ
ミ
フ
ー
ド
マ
シ
ナ
リ

　
　

女
性
活
躍
推
進
グ
ル
ー
プ

淡
路
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

湊
地
区
公
民
館

み
ど
り
が
丘
自
治
会

潮
美
台
二
丁
目
自
治
会

サ
ロ
ン
え
じ
り

新
田
北
い
き
い
き
サ
ロ
ン

㈲
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
わ
た
な
べ

辰
美
小
学
校 

児
童
会

㈱
あ
べ
い
す
と

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　

神
戸
支
店
淡
路
営
業
所

み
な
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

み
な
と
い
き
い
き
百
歳
体
操
愛
好
会

(福)
淡
路
島
福
祉
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
向
谷
百
歳
体
操 

花

海
づ
り
公
園 

メ
ガ
フ
ロ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

松
田

潮
美
台
一
丁
目
自
治
会

南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会

元
気
の
森
ホ
ー
ル

神
代
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

志
知
川
地
区
百
歳
体
操

広
田
中
田
地
区

ふ
れ
あ
い
な
が
た 

伊
毘
う
ず
し
お
村 

な
で
し
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

十
一
ヶ
所
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ 

三
原
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
南
淡
路

淡
路
島
牧
場
㈱

物
品
の
寄
付

金
銭
預
託

総
合
相
談
の
ご
案
内

総
合
相
談
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を 

　
　
　
　

お
譲
り
し
ま
す 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を 

　
　
　
　

お
譲
り
し
ま
す 

URL http://www.minamiawaji-shakyo.or.jp/
◯本部・総務係
◯地域福祉係
◯ボランティアセンター
◯権利擁護センター

☎0799-44-3007
☎0799-44-3007
☎0799-44-3007
☎0799-44-3310

E-mail info@minamiawaji-shakyo.or.jp
◯訪問介護事業所
◯居宅介護支援事業所
◯相談支援事業所
◯なでしこデイサービスセンター

☎0799-44-3133
☎0799-44-2727
☎0799-44-3711
☎0799-45-1806

社会福祉法人　南あわじ市社会福祉協議会
〒656-0122 兵庫県南あわじ市広田広田1064番地　南あわじ市旧緑庁舎内  

TEL(0799)44-3007(代)　FAX (0799)44-3037(代)

●「ボランティア」になかなか踏み出せませんが、昨年、地区の老人会のお世話を
　しました。「これもそうかな」なんて一人よがりに考えています。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心
あ

た
た
ま
る
善
意
は
、
寄
付
者
の
ご

意
向
に
副
い
福
祉
の
増
進
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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